















た二葉亭四迷の『浮雲』（明治 20 年 6 月～同 23 年 8 月）と森鴎外の「舞姫」




































































































































る。このような観点は、次に見る「法典論争」（明治 22 年～同 25 年）にも
現れる。








































































































































































































































































































































































































































































































































































34	 嘉部嘉隆「『舞姫』についての諸問題（二）」（森鴎外研究 5	 p.78〈1993〉）、蒲部重雄	（『「舞
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秘
ひ や く
鑰―』教育出版〈2012〉）などは、当時の日本の電信事情、郵便事情などから考察を展開して、
母の死は自然な死で、諌死説は根拠薄弱、ないしは諫言や諫死は物理的に難しいとしている。
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